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シヤチハタ カーボンフットプリントの取組み

1) カーボンフットプリント算出の経緯および結果

2) CO2排出量の改善および今後の取組みについて



シヤチハタ カーボンフットプリントの取組み

1)カーボンフットプリント算出の経緯および結果



文具WGで策定した商品種別算定基準(PCR)

●カーボンフットプリント自主WG

・今年度より経済産業省がカーボンフットプリント制度の構築に向けて進め

ている試行事業の趣旨に賛同し、全日本文具協会の事務局のもと、

’09年4月より文具WGのメンバーとして参画

’09年12月8日 PCR「ファイルバインダー」認定

’09年12月8日 PCR「筆記具」認定

’10年2月18日 PCR「その他の文具・事務用品」

認定予定



油性マーカー「乾きまペン」 2009年8月発売



乾きまペン CO2排出量算出結果
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原材料調達 原材料製造 48.78 

原材料調達 原材料輸送 0.01 

原材料調達段階小計 48.79 

生産 中間製品生産 10.87 

生産 中間製品輸送 0.00 

生産 組み立て加工 1.40 

生産段階小計 12.28 

流通・販売 輸送 0.00 

流通・販売 販売 61.06 

流通・販売段階小計 61.06 

使用・維持
管理

使用 0.00 

使用・維持管理段階小計 0.00 

廃棄・ﾘｻｲｸﾙ 廃棄輸送 0.00 

廃棄・ﾘｻｲｸﾙ
焼却時運転+残渣埋立

処理
0.64 

廃棄・ﾘｻｲｸﾙ
廃棄物そのものの燃

焼
43.82 

廃棄・リサイクル段階小計 44.47 

合 計 166.60 



シヤチハタ株式会社
・乾きまペン（K-177N, K-199N）

エコプロダクツ2009への出展



シヤチハタ カーボンフットプリントの取組み

2) CO2排出量の改善および今後の取組みについて



乾きまペンのカーボンフットプリント

・’09年7月14日 文具WGとして登録

・’09年12月8日 PCR認定(筆記具類) 

・’10年1月27日 CFP検証

・’10年2月1日 ホームページで公開

・’10年2月2～4日 文具展示会で発表

・’10年2月9日 CFPフォーラム普及交流会

・’10年3月 商品への表示販売

(文具業界では第1号となります)



乾きまペンのカーボンフットプリント(ホームページ、展示会チラシ)



ライフサイクルにおける削減ポイント

・販売の段階が多いが、この部分はメー
カーで削減するのは難しい。

・生産よりも原材料による部分、つまり

原材料調達・廃棄リサイクルの部分
が比較的大きい。

・CO2削減のためには、製品重量の軽
量化や、部品材料の見直し(バイオマス
材料、再生材、生分解材料)などが必要。
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改正グリーン購入法について

・グリーン購入法「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」改正

’09年12月4日～‘10年1月4日 パブコメ

’10年2月上旬 閣議決定

’10年2月10日より 全国で順次説明会実施



他の製品への展開について

・シヤチハタの主要6品目について、算定を行い、CO2排出量の多い段
階を把握する(見える化)。

1) スタンプ台 2)朱肉

3) データーネーム 4)ネーム印

5) ネームペン 6)Xスタンパー

・排出量の多いライフサイクルステージについて、CO2排出量削減の目
標を立て、実行する。



今後ともカーボンフットプリントの取組みをさらに進め、
低炭素社会の実現に貢献していきます。

X


